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 【シートの内容】 
 
  「ECALSとは…？」  
 
  「ECALS辞書とは…？」  
 
  「ECALSコンテンツとは…？」 
 
  「ECALSコンテンツ流通の仕組み」  
   ・「B to BでのECALSコンテンツ流通の仕組み」  
 
  「ECALS活用のイメージとJEITA支援内容」  
 
  「ECALS辞書の維持管理体制」  
 
  「ECALSの歩み」 

 
201５年８月 

ECM委員会 



●「ＥＣＡＬＳ」とは 
 
 
ＥＣＡＬＳ辞書の形式に準じたＥＣＡＬＳコンテンツをＥＣＡ
ＬＧＡ標準に従ったＢｔｏＢによる仕組みで流通させることの
総称を言います。 
 
「ＥＣＡＬＳ辞書」、「ＥＣＡＬＳコンテンツ」、さらにその
流通の仕組みに関しては以下に説明します。 
 
また「ＥＣＡＬＳ」はＪＥＩＴＡ（一般社団法人 電子情報技
術産業協会）の登録商標です。 
 
 
 
 
 
** CALS は、Computer-aided Acquisition and Logistics Support の略で、コンピュータとネットワーク、データ
ベースを組み合わせ、製造、管理の工程を一元管理する仕組みです。最近は、「Commerce at Light Speed」の略
として呼ばれることが多くなっているようです。ECALS は電子機器産業のCALS の実現でありE はエレクトロニク
スを意味します。 

 
 

ECALSとは…？ 
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ECALS部品分類と 検索プロパティ 利用例        （ECALSデータ作成支援ツールでの利用例）  

ECALS辞書とは…？ 
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部品情報を提供・公開する場合、その内容表現がメーカ毎に異なっていると、その情
報の受け手が混乱します。 
 
そこで、ECセンターでは部品分類の特性記述を標準化し、部品クラスとして定義した
辞書を無償公開しています。 
 
この辞書は、電子部品の分類体系や各部品特性情報の一連の体系を、関係国際規約Ｉ
ＳＯ１３５８４（Parts Library）(*1)、及び国際辞書標準のＩＥＣ６１３６０－
Part４（*2）に最大限に準拠し、辞書として整備したもので国際標準となることを目
指して開発されたものです。 
 
また、これら部品クラス毎に異なる特性情報（物理的特性、電気的特性、管理情報な
ど）をプロパティとして定義した辞書も無償公開しています。 
現在、これらのECALS辞書には、600を超える部品クラスと4000を越えるプロパ
ティが定義されています。 
 
部品分類辞書、プロパティ辞書、辞書間の関連の定義等を総称して「ECALS辞書」
と言い、日本を代表する技術辞書としての完成度が高く評価されています。 
 
部品情報を提供・公開する受注者は、この部品クラスから流通・交換したい部品の該
当クラスを選定し、定義されたプロパティに基づいて部品特性情報の作成を行います。  
 

ECALS辞書は、定期的に見直し・更新（変更、部品種類の追加など）されます。辞書
の維持管理の体制は後述のシートを参照ください。 

  
（＊１）：Ｐａｒｔｓ Library(PLIB)で部品における辞書構造の枠組みを定めたもの。  
（＊２）：ＩＥＣ Common Data Dictionary で電気・電子部品の辞書構造（部品分類、プロパティー等）を定
めたもの。  

 



ECALSコンテンツとは…？ 
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● 「ECALSコンテンツ」 とは 
 
ＥＣＡＬＳ辞書に従って電子部品毎のプロパティ（特性のデータ項目）に値を設定し
たものを言います。 
 
ＥＣＡＬＳコンテンツを交換する場合のデータ形式はＸＭＬ形式とCSV形式がありま
す。また、電子部品には標準品でカタログとして公開されているものと、非標準品
（カスタム品）として個別企業間でのみ流通しているものとが有りますがECALSで
はそのどちらも扱います。  
 
 
 

● ECALSコンテンツを作成する 
 
JEITA/ECセンターでは、企業間で電子部品・半導体等の部品技術情報を交換する際
の記述フォーマット（ECALSシステム規約No.：ECALSUS19）をECALS辞書に
則した形で制定し、合わせて本標準に従って企業間でECALS部品情報交換が容易に
行えるようにするために「ECALSデータ作成支援ツール」を開発しました。 
 
本ツールはJEITA/ECセンターが企業間部品技術情報交換の更なる普及促進活動の一
環として無償提供するものです。 
本ツールのダウンロードページはこちら 
 
 
 
 

● ECALGA標準と支援ツール等 
 
ECALSコンテンツの流通のための一連のコンピュータを使った仕組み（データ記述
を含む）があります。ECALSデータの円滑な流通のため、データフォーマット、交
換のためのフレームワーク、交換プロトコロなどが「ECALGA標準」あるいは
「ECALSシステム規約」として制定されています。 
 
また、ECセンターでは一連の仕組みの中で支援ツール等の簡便な各種無償ツールも
ECセンターホームページ（http://ec.jeita.or.jp/jp/）からダウンロードできるよう
にしております。 
 



●ECALSコンテンツ流通のイメージ 

●ECALGA標準での情報交換 
 
 ●ＢｔｏＢでの情報交換 
 ・送信側/受信側でTPA（Trading Partner Agreement）の締結が必要です。 
 ・ＥＣセンターのＨＰにて情報交換ツール「ＪＥＩＴＡ共通クライアント」を 
  無償提供しております。 
 ・通信にASP（Application Service Provider）を使う場合には利用企業とASP間 
  で調整が必要です。 

 
 
 
 

ＥＣＡＬＳ 
部品管理 

データベース 

半導体・電子部品メーカ 電子機器メーカ 

基本情報 
社名、型番、 
部品分類 

特性情報、 
外形寸法 設計 

生産/品質 
管理 

調達 

部品管理 
データベース 

ビジネス 
ドキュメント 回答 

ビジネス 
ドキュメント 依頼 Ｊ

Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
 
共
通
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
 

Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
共
通
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
 

ＡＳＰ 

供給状態 
梱包形態 
実装方法 

ＣＳＶファイル 
ＸＭＬファイル 

ECALGA標準情報交換 

ECALSコンテンツ流通の仕組み 
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ＥＣＡＬＳコンテンツのＢtoＢによる交換は、ＪＥＩＴＡ－ＥＣセンターで規定する
ＡＳＰ間連携機能によって行うことができます。 
 
交換に使用するビジネスドキュメントはECALGA標準（ビジネス辞書編（ECM））
で定められたものを使用します。  

半導体・電子部品メーカ（情報提供側） 電子機器メーカ（情報活用側） 

XMLメッセージ 
作成支援ツール 

ビジネス 
ドキュメント 
【依頼・通知】 

ビジネス 
ドキュメント 
【依頼・通知】 

Internet 

送信 受信 

ビジネス 
ドキュメント 

【回答】 

ECALSデータ等 
自社 

部品技術情報 
データベース 

ビジネス 
ドキュメント 

【回答】 

ECALSデータ等 

JEITA 
共通クライアント 

JEITA 
共通クライアント 

JEITA 
共通クライアント 

JEITA 
共通クライアント 

①依頼情報の作成 
②依頼ビジネスドキュメントの送信 

④回答ビジネスドキュメントに 
ECALSデータを添付 

●電子機器メーカから半導体・電子部品メーカへの部品技術情報の依頼/回答の例 

部品技術情報
データベース 

XMLメッセージ 
作成支援ツール 

③依頼から回答へ 
ツールで変換 

⑤回答ビジネスドキュメントの受信 

⑥ECALSデータの 
PDMなどへの取込 

送信/受信側でTPA（Trading Partner Agreement）を結ぶ必要があります。 
 
ECALSデータ作成支援、ビジネスドキュメント作成支援、データ送受信の通信ツー
ル（JEITA共通クライアント）等はJEITA・ECセンターホームページ
（http://ec.jeita.or.jp/jp/）等にて無償にて提供しています。  

ASP 
など 

BtoBでの 
ECALSコンテンツ流通の仕組み 
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●ECALS活用イメージ 

●JEITA/ECセンター支援内容 

●セットメーカへの支援 
・各種ツールの導入や操作方法の 
 説明会等の実施 
・ＥＤＩ構築のサポート 

●サプライヤへの支援 
・各種ツールの導入や 
 操作方法の説明会等の実施 
・ＥＣＡＬＳサンプルデータ無償提供 

ＥＣＡＬＳ 
部品管理 

データベース 

半導体・電子部品メーカＡ社 電子機器メーカＸ社 

部品管理 
データベース 

ＥＣＡＬＳ 
部品管理 

データベース 

電子機器メーカＹ社 

部品管理 
データベース 

ＥＣＡＬＳ 
部品管理 

データベース 

電子機器メーカＺ社 

部品管理 
データベース 

統
一
し
た
記
述
方
法
に
よ
る 

部
品
情
報
の
提
供 

Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｌ
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ＥＣＡＬＳ辞書に基づいて作成された部品技術データ（コンテンツ）は、電子機器
メーカーが社内のＰＤＭシステム等に取込み、技術情報の検索・閲覧、部品探索等に
利用されております。 
半導体・電子部品メーカへのコンテンツ提供依頼も増えています。 

ECALS活用のイメージとJEITA支援内容 
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**半導体・電子部品メーカは： 
標準辞書に基づいたECALSコンテンツの流通となるため、どの電子機器メーカにも同じフォーマットで提供することができます。 

半導体・電子部品メーカB社 

半導体・電子部品メーカC社 



ECALS辞書の維持管理体制 
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● 最新辞書の確立 (ECALS辞書、環境辞書) 
● ECALS利用者からの改訂要求受付け 
● 業界・グローバルな連携・協調 
● ISO 、IECとの連携・提案 

辞書の役割 
・技術情報をコンピュータ可読な表現として標準化 
・特性などの記述において表現体系を明示し、 
 単位・使用文字・検索属性などを決定 
・技術情報の作成、検索の利便を図るため、プロ 
 パティを部品種毎に選択セット 
 

辞書ファイル 
① 部品分類辞書 
② プロパティ辞書 
③ 分類・プロパティ関連リスト 
④ プロパティ値リスト 
⑤ セグメント定義 
⑥ テンプレート管理データ 
⑦ テンプレート 
 

辞書の維持管理 
・広く普及を図る為、辞書標準は、ECセンター 
 ホームページより配信 
・改訂要求を専門家グループで評価、辞書に反映 

6. 検証・審議 

5. 個別審議結果 

Validation Agency 
（技術標準専門委員会） 

1. 辞書改定要求 9. 配布・公開 

2. 受付け・臨時登録 

8. 登録・新辞書の編纂 

4. 工業会内・関係他団体での審議 
 ・一般電子部品  
 ・半導体部品 
 ・ディスプレイデバイス（液晶、有機EL） 
 ・水晶ディバイス 
 ・環境情報(環境辞書) 

3b. 審議要求 

3a. 審議要求 

7. 審議結果 

Maintenance  
Agency 

（ECセンター） 

Validation Group 
（業界内外専門家） 

IEC/ISO 

提案 

業界団体 

ECALS利用者 

辞書標準の維持管理体制 

以下はJEITA・ECセンターでのECALS辞書を維持する為の体制を示したものです。 



ECALSの歩み 
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2004年 2000年 2006年 2008年 2002
年 

・ECALS標準（辞書・システム）の維持管理 
・環境情報(含有物質)との連携 
・国内外標準化団体との連携 

● 2000年7月 
ECALS辞書Ver1.0の発行 
８月 コンテンツ公開開始 

● 2004年7月 
マッピング辞書実装 

● 2006年3月 
環境情報とのリンク 

● 2001年1月 
共同公開サーバ運用開始 

実証 
実験 
を経て 

部品情報流通共通化促進事業 
(政府委託事業) 

自社公開 
に続き 

日韓EC/SC活動成果 

2010年 

● 2011年2月 
環境及び技術情報 
交換（BtoB）実
証実験実施 

● 2013年3月 
技術情報交換
（BtoB）実証 
実験実施 

● 2010年：
ECALSデータ作
成支援ツールを
ホームページで
無償公開 

2012年 

● 2009年：JEITA_AIS
作成支援ツールをホーム
ページで無償公開 

● 2008年4月 
RosettaNet で
ECALS辞書の 
採用 

● 2003年7月 
RosettaNet 辞書・欧州MERCIとの辞書
相互交流 

創世記 展開時期 普及促進・グローバル化 
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